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パリ条約の優先権主張を伴う外国特許出願の受任への入力から、各出願国別の台帳作成までの一連の手続 

の入力について説明します。 

 

以下のステップで説明します。 

 

（１）パリ条約の優先権主張を伴う外国特許出願の受任への入力 

 

  クライアントから、パリ条約の優先権主張を伴う外国特許出願を受任した場合の入力について説明 

します。 

   

（２）受任台帳から出願台帳を作成 

 

  受任台帳を元に出願国毎の出願台帳を作成する操作方法について説明します。 

 

（３）出願台帳の作成後から外国代理人への出願依頼及び出願完了報告の受理までの管理 

 

実際の出願手続完了までの一連の手続について説明します。 

 

（４）受任一覧での進捗状況の確認 

 

  受任から出願手続完了までの進捗状況の確認を行います。 

 



 

（１）パリ条約の優先権主張を伴う外国特許出願の受任への入力 

 

 パリ条約の優先権主張を伴う外国特許出願においては、その優先権の基礎となる出願は通常、自事務所 

で出願していますので、出願台帳に既に登録されているものとします。 

 この日本出願をコピーして、受任台帳を作成するようにします。 

 

①以下のような案件が既に出願台帳に登録されており、これを基礎として外国特許出願を行うものと 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

②P2008-005を優先権の基礎出願として、F2008-005の出願を行おうとするものです。 

 外国特許出願においては、出願国及び出願ルートについても最終的に決定していない場合が多いです。 

 受任の段階での「F2008-005」という受任案件は、特定の出願国への案件ではなく、全ての外国出願の親 

 となる案件としてあるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受任番号と受任種別（外国特許）を入力したあと、そのほかの項目は入力せず、関連出願の 

 入力を行います。関連区分として「優先(条約)」を選択し、整理番号を入力します。 

 ここで整理番号を入力することで、出願台帳から必要なデータをインポートします。 

 

 最初に以下のメッセージが表示されます。「はい」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 次に以下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 これは、優先権主張して出願できる期限を設定することです。 

 関連区分として優先(条約)・優先(国内)のいずれかを選択し、出願日の入力を行った場合に表示されます。 

 ここでは、出願期限の設定を行いますので、「はい」を選択します。 

 



 

 次に以下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

・これは、出願台帳の案件と連結させることを意味します。 

 

 次に以下のメッセージは表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

・ここで「はい」を選択することで、登録済みの出願台帳から必要なデータをインポートします。 

 インポートするデータは以下のとおりです。 

 「名称」「発明者表示」「英発明者表示」「出願人等」 

 

 以下は、出願台帳からデータをインポートした状態の受任台帳です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．受任台帳から出願台帳を作成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・対応出願に出願種別と整理番号を入力します。この内容で出願台帳を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・EDITボタンを押して「出願手続」のボタンを押します。 

  上記の「対応出願の入力内容に従い、出願台帳を作成します。」のメッセージが表示されます。 

  「ＯＫ」を押します。 

 

 以下のメッセージが表示されます。「はい」を押します。 

 

 

 

 

 



 

 続いて、以下のメッセージが表示されます。「はい」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

・外国出願の場合に、他の出願国の案件を関連出願として登録するかのメッセージです。 

 通常、「はい」を押しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

・親出願（この場合、パリ優先権の基礎出願）の関連出願に、ここで作成した出願（US特許・EP特許・ 

 CN特許）を追加するかの選択です。パリ優先権の場合「外国出願」として追加されます。 

 「はい」を選択します。 

 

 出願台帳への継続が終了した受任台帳の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・完了区分に「出願移管」の表示と完了日（システム日付）がセットされます。 

・対応出願の出願IDに作成された出願台帳の出願IDがセットされます。 

 ここをダブルクリックすると、出願台帳が開きます。 

 



 

 受任台帳を元に作成された出願台帳の画面です。（例。US特許） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受任台帳で入力した内容がコピーされています 

 「出願人」「名称」「優先権日」「出願期限」 

 

 関連出願の内容です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「P2008-005」が優先(条約)として追加されています。 

・受任で対応出願として指定した「US」「EP」「CN」のうち自身(US)以外の２カ国が外国出願として 

 追加されています。これらはファミリとなります。 

 

 以上で出願前の入力は完了です。 

 後は、各出願国の案件ごとに、外国代理人への出願依頼を行います。 

 



 

３．出願台帳の作成後から外国代理人への出願依頼及び出願完了報告の受理までの管理 

 

 ①次に行う作業は、外国代理人への出願依頼です。 

 

 

 

 

 

 

 ・受任→外国代理人への出願指示を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・出願指示の入力画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・外国期限タブの「出願指示」に値がセットされます。 

 

 基本的には出願指示をもって、外国出願の出願手続の完了としています。 

 または「外国代理人からの出願書類受理通知」をもって出願手続の完了とする場合もあります。 

 その場合には、手続定義の「出願指示」ではなく「書類受理」の日付転記を「出願指示」とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（４）受任一覧での進捗状況の確認 

 

 受任一覧にて、対応出願の進捗状況の確認を行うことができます。 

 受任一覧→対応出願進捗表を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 対応出願の処理状態を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ここでは「出願又は出願指示」で「未処理案件あり」と指定します。 

  これで、対応出願に出願日／出願指示のどちらも入力されていない件が１つでもあれば、抽出され 

  てきます。 

 

 ・対応出願進捗リストの印刷サンプルです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・F2008-005-USのみ出願指示（現地代理人への出願依頼）まで進んでいることを示しています。 

 ・全ての案件で出願日又は出願指示が入力された時点で、この件は抽出されなくなります。 

 

 

 


